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器OO

浜
松
市
立
新
津
中
の
生
徒
、

教
職
員
十
六
人
が
北
京
五
輪
開

催
中
の
八
月
二
十
日
か
ら
三
泊

四
日
て
、
交
流
活
動
を
続
け
て

い
る
中
国
江
蘇
省
無
錫
市
の
私

立
大
橋
実
験
中
を
訪
ね
る
．
交

流
の
橋
慶
し
役
を
務
め
た
の
は

沢
根
ス
プ
リ
ン
グ

（浜
松
市
南

区
小
沢
渡
師
）
の
沢
根
孝
佳
社

三Ｘ
牟丘
〓し
一一ヽ
，

両
校
の
交
流
は
二
〇
〇
〇
年

に
始
ま
っ
た
一
沢
根
ス
プ
リ
ン

グ
が
無
錫
市
に
持
つ
合
弁
会
社

に
勤
め
る
従
業
員
の
子
供
が
大

橋
中
に
通
っ
て
い
て
、
当
時
新

津
中
の
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長
だ
っ
た
沢

閣
四
薗
樹
‐孝
‐
倒
円

根
社
長
が
電
子
メ
ー
ル
で
の
交

司
に
変
わ
っ
た
現
在
も
、
デ
ィ

流
を
提
案
し
た
の
が
き

っ
か

―
ゼ
ル
エ
ン
ジ
ン
内
に
入
れ
る

け
．
交
流
は
〇
二
年
に
生
徒
の

ば
ね
な
ど
は
生
産
能
力
を
上
回

相
互
訪
間
に
発
展
し
、
昨
年
は

る
注
文
が
続
き
、
〇
七
年
の
売

大
橋
中
が
浜
松
を
訪
れ
た
。
　
　
上
高
は
前
年
比
３７
％
増
と
好
調

沢
根
社
長
は

「将
来
国
際
社

一を
維
持
し
て
い
る
（，

会
で
生
き
て
い
く
上
て
の
考
え

　

十三
階
建
て
の
合
弁
会
社
工
場

方
を
身
に
付
け
る
機
会
と
し
て

の
両
側
で
最
近
、
三
十
階
を
超

生
か
し
て

一
と
見
守
り
、
北
京

え
る
ビ
ル
の
建
設
が
進
む
な

五
輪
に
関
し
て
は

「近
い
国
だ

ど
、
ま
ち
の
様
相
は
急
激
に
変

が
物
事
の
考
え
方
は
違
う
≡
五

化
し
て
い
る
．
中
国
の
自
動
車

輪
は
中
国
を
知
る
チ
ャ
ン
ス
」

生
産
も
拡
大
の

一
途
．
エ
ン
ジ

と
話
す
．
　
　
　
　
　
　
　
　
　
】ン
用
ば
ね
の
需
要
も
当
面
続
く

各
種
ば
ね
を
製
造
す
る
沢
根

と
み
ら
れ
る
≡

ス
プ
リ
ン
グ
の
中
国
進
出
は

一　
　
だ
が
、
沢
根
社
長
は

「自
動

九
九
三
年
　
無
錫
市
へ
進
出
し

車
メ
ー
カ
ー
も
大
小
百
数
十
社

た
日
本
企
業
で
十
四
番
目
だ

っ
　
あ
り
、△
「
後
は
向
汰
（と
う
た
）

た
ｃ
合
弁
相
手
が
自
動
車
製
造

が
進
む
．
安
心
は
し
て
い
ら
れ

大
手
の
中
国
第

一
汽
車
集
団
公

な
く、
」
と
冷
静
に
見
つ
め
る
．

中国人と接 し、 T日 本人 ももっと意思表示

すべきだ」と痛感する沢根社長 (左)=浜 松

市南区の沢根スプ リング

同
社
は
今
春
、
日
本
の
大
学

を
卒
業
し
た
中
国
人

一
人
を
採

用
し
た
≡
合
弁
会
社
の
従
業
員

研
修
で
は
何
人
も
の
中
国
人
を

受
け
入
れ
て
き
た
が
、
日
本
で

の
正
式
採
用
は
初
め
て
（≡

「私

は
こ
う
思
う
」
と
は
っ
き
り
主

張
す
る
中
国
人
と
接
し
、
沢
根

社
長
は

「
日
本
人
も
も

っ
と
意

思
表
示
を
し
な
い
と
だ
め
だ
一

と
痛
感
す
る
。そ
の
半
面
で
「教

育
や
思
想
が
根
本
的
に
違
う
。

一
方
的
に
こ
ち
ら
の
考
え
を
押

し
つ
け
て
は
い
け
な
い
を
日
本

人
も
中
国
人
も
無
理
に
相
手
に

合
わ
せ
る
こ
と
は
な
と、
一
と
思

つヽ
。趣

味
が
マ
ラ
ツ
ン
の
沢
根
社

長
≡　
一
五
輪
の
マ
ラ
ソ

重ヽ
販
技

を
見
に
行
き
た
ｔ、
が
、
旅
行
代

金
が
高
騰
し
て
い
て
難
し
い
一

と
吉
突
い
す
る
。

考
え
方
を
知
る
チ
ャ
ン
ス


